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工事をされる方へ
◎この「工事説明書」をよくお読みになり、正しく工事してく
ださい。

◎工事完了後、試運転をして異常がないことを確認して、お
客様に使用方法・点検について十分に説明してください。

◎この「工事説明書」は「取扱説明書」と一緒に必ずお客様に
お渡しください。
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1．安全上のご注意
この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく施工してください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ずお守りください。

表示と意味は、次のようになっています。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物に関わる拡大損害を意味します。

図記号の意味は、次のようになっています。

警告（WARNING）

必ず行う

据え付けは、専門業者が行う
ෆඋ͕͋Δͱɺਫ࿙ΕɺిײɺՐࡂɺثػͷམԼにΑΔ͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

据え付け工事は、工事説明書に従って確実に行う
ෆඋ͕͋Δͱɺഁ྾ɺ͚͕ɺਫ࿙ΕɺిײɺՐࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

設置工事部品は、必ず付属品、またはネポン指定の部品を使用する
。ෆྑɺ͚͕ͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γますޚɺྫྷഔ࿙Εɺೳྗෆ଍ɺ੍ిײɺࡂམԼɺਫ࿙ΕɺՐثػ

グリーンパッケージをハウスへ据え付ける場合は、日本冷凍空調工業会のガイドラインJRA GL-13に従い、
万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策をする
。にͭいて͸ɺ͓ങい্͛ͷൢചళͱ૬ஊしてਾ͑෇͚てͩ͘͞いࡦքೱ౓を௒͑ͳいରݶ
ສҰɺྫྷഔ͕࿙Εてݶքೱ౓を௒͑Δͱɺނࣄܽࢎͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

作業中に冷媒が漏れた場合は換気する
ྫྷഔ͕Րؾに৮ΕΔͱɺ༗ಟΨε͕ൃੜすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認する
ྫྷഔΨε͕ϋ΢ε಺に࿙Εɺޫ߹੒ଅਐػɺετʔϒɺίϯϩͳͲͷՐؾに৮ΕΔͱɺ༗ಟΨε͕ൃੜ
すΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

機器の搬入は、重量に適合したロープを所定位置に掛けて、横ズレしないよう固定し、確実に４点支持で
行う
̏఺࣋ࢧͳͲൖೖํ๏にෆඋ͕͋Δͱɺ͕ثػམԼしɺࢮ๢΍ॏইͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

室内機の搬入は、重量に適合した1インチパイプを所定の穴に通して行う
ෆඋ͕͋Δͱࣨ಺͕ػམԼしɺࢮ๢΍ॏইͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

警告（WARNING）

注意（CAUTION）

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内
容を示します。
誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害※の発生が想定
される内容を示します。

ネポン指定以外の部品などの
取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび
使用は、製品の性能を損ねる改造行為となり
ます。
改造を行った場合、弊社は保証期間内でも
製品に関する一切の責任は負いません。
ネポン指定以外の部品などの使用による事故、
機器の故障およびその他のトラブルなどは、
すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこと
となります。

禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。

禁止

強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。

必ず行う
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安全上のご注意

警告（WARNING）

必ず行う

据え付けは、重量に十分耐える所に確実に行う
。ͷ͓ͦΕ͕͋ΓますނࣄͷམԼ΍స౗にΑΔثػ౓͕ෆ଍していΔͱɺڧ

台風などの強風、地震に備え、所定の据え付け工事を行う
ෆඋ͕͋Δͱɺస౗ͳͲにΑΔނࣄͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および工事説明書
に従って施工し、必ず専用回路を使用する
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますࡂ΍Րిײෆඋ͕͋Δͱɺ޻ࢪճ࿏༰ྔෆ଍΍ݯి

電気工事を行うときは、元電源を切る
。ෆྑͷ͓ͦΕ͕͋Γます࡞োɺಈނɺిײ

ෆద੾ͳϒϨʔΧを使用すΔͱނো΍Րࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

漏電遮断器を必ず取り付ける
࿙ిःஅ͕ثऔΓ෇͚ΒΕていͳいͱՐࡂ΍ిײͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

電源配線は、電流容量、規格に適合した配線を使用する
ద߹඼Ҏ֎ͷ配ઢを使用すΔͱɺ࿙ిɺൃ೤ɺՐࡂͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないよう確実に
固定する
઀ଓ΍ݻఆ͕ෆ׬શͳ৔߹͸ɺൃ೤ɺՐࡂͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

औΓ෇͚͕ෆ׬શͳ৔߹͸ɺ୺ࢠ઀ଓ෦ͷൃ೤ɺՐࡂɺిײͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する
ͷ͓ͦΕނࣄোͱಉ࣌にྫྷഔαΠΫϧͷഁ྾ͳͲͷॏେͳނͷثػを使用すΔͱɺࡐଘʢ3��ʣͷ෦ط
͕͋Γます。

フレアナットの締め付けはダブルスパナで行い、トルクレンチで締め付ける
కΊ෇͚ա͗にΑΔϑϨΞ෦ͷഁଛに஫ҙしてͩ͘͞い。ϑϨΞ෦ͷ؇ΈɺకΊ෇͚ա͗にΑͬてഁଛ
すΔͱɺྫྷഔΨε͕࿙Εてނࣄܽࢎͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

オプション部品は、必ずネポン指定の部品を使用し、取り付けは専門業者が行う
ෆඋ͕͋Δͱɺਫ࿙ΕɺిײɺՐࡂͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

サービスパネルは確実に取り付ける
ෆඋ͕͋Δͱɺ΄͜Γ΍ਫͳͲにΑͬてɺՐࡂ΍ిײͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

据え付けや点検サービスなど、機器内の作業を行うときは元電源を切る
。ͷճసにΑΔ͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋Γますػૹ෩ثػোɺނɺిײϒϨʔΧ͕0/ͷままͩͱɺݯిثػ

機器の移動や再設置は、専門業者が行う
ਾ͑෇͚にෆඋ͕͋Δͱਫ࿙Ε΍ిײɺՐࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

ポンプダウン作業をするときは、操作弁を閉じて、圧縮機を停止してから、冷媒配管を外す
ѹॖػをӡసしたままαʔϏεόϧϒ։์ঢ়ଶͰྫྷഔ配؅を֎すͱɺܹٸにྫྷഔ͕࿙Εてɺౚই΍͚͕
ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
またۭؾͳͲをٵҾしɺྫྷഔαΠΫϧ಺͕ҟৗߴѹにͳΓɺഁ྾΍͚͕ͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

アース線を 
必ず接続する

アース工事（Ｄ種接地工事）を確実に行う
Ξʔεʢ઀஍ʣ͕ෆ׬શͳ৔߹͸ɺނো΍࿙ిͷͱ͖にిײすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しない
Ψε؅に઀ଓすΔͱɺΨε࿙Εͷ࣌にരൃɺҾՐͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

正しい容量の全極遮断するブレーカ（漏電遮断器、手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）、配線用遮断器）
を使用する

室内機と室外機の間の配線などは、端子カバーが浮き上がらないように成形し、配線を挟まないように制
御盤カバーを確実に取り付ける
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安全上のご注意

警告（WARNING）

禁止

可燃性ガスの漏れるおそれのある場所に設置しない
ສҰΨε͕ثػͷपғに଺ΔͱɺൃՐͷݪҼͱͳΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）や可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある場所、
揮発性引火物を取り扱う場所に設置しない
೤ަث׵ͷ෗৯ɺϓϥενοΫ෦඼ͷഁଛͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
またՄ೩ੑΨε͸Րࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

冷凍サイクル内に指定冷媒以外を入れない
࿙ΕにΑΔരൃ΍ՐࡂɺྫྷഔαΠΫϧ಺ͷҟৗߴѹにΑΔഁ྾ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

密閉された部屋で配管ろう付け作業をしない
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますނࣄܽࢎ

冷媒配管工事、気密試験、真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）を開けない
ྫྷഔ配؅͕࣮֬にऔΓ෇͚て͓ΒͣɺαʔϏεόϧϒ։์ঢ়ଶͰѹॖػをӡసすΔͱɺܹٸにྫྷഔ͕࿙
Εてɺౚই΍͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
またۭؾͳͲをٵҾしɺྫྷഔαΠΫϧ಺͕ҟৗߴѹͱͳΓɺഁ྾΍͚͕ͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

保護装置の改造や設定変更をしない
ѹྗ։ดث΍Թ౓ௐઅثͳͲͷอޢ૷ஔを୹བྷして੍ڧӡసをしたΓɺωϙϯࢦఆͷ෦඼を使用しͳい
ͱɺՐࡂ΍രൃͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

グリーンパッケージを設置や移設するときは、冷凍サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気などを
混入させない
。ѹにͳΓɺഁ྾΍͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋ΓますߴͳͲ͕ࠞೖすΔͱɺྫྷౚαΠΫϧ಺͕ҟৗؾۭ

ドレン配管は、硫黄系ガスやアンモニア等の有毒ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝に直接入れない
ϋ΢ε಺に༗ಟΨε͓ΑͼՄ೩ੑΨε͕ྲྀೖしɺதಟ΍ނࣄܽࢎͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

パネルやガードを外した状態で運転しない
にΑΔ͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋ిײまΕたΓɺ΍͚Ͳ΍ࠐ͖רѹ෦に৮ΕΔͱɺిߴԹ෦ɺߴͷճస෺ɺثػ
Γます。

改造は絶対にしない
また、修理はお買い上げの販売店に相談する
ෆඋ͕͋Δͱɺਫ࿙ΕɺిײɺՐࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
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安全上のご注意

注意（CAUTION）

必ず行う

製品の運搬は十分注意して行う
��LHҎ্ͷ੡඼͸ݪଇͱして�ਓҎ্Ͱͬߦてͩ͘͞い。
11όϯυͳͲॴఆͷҐஔҎ֎を࣋ͬて੡඼をಈ͔͞ͳいͰͩ͘͞い。
またૉखͰϑΟϯͳͲに৮ΕΔͱ͚͕をすΔ͓ͦΕ͕͋ΓますͷͰɺอޢ۩を使用してͩ͘͞い。

梱包材の処理は確実に行う
ࠝแࡐにఝͳͲͷۚଐ΍໦ยͳͲを使用していますͷͰɺ์ஔすΔͱ͚͕をすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。
またࠝแ用ͷϙϦାͰ͕ڙࢠ༡Ϳͱɺ஠ଉނࣄͷ͓ͦΕ͕͋ΓますͷͰɺඞͣഁいて͔Βഇغしてͩ͘
͞い。

室内機の近くで溶接作業を行う場合は、十分注意し、機器内へのスパッタの浸入を防止する
༹઀࣌ۀ࡞ͳͲにൃੜすΔεύολ͕ثػ಺΁ਁೖすΔ͜ͱを๷͙たΊɺ෴いͳͲにΑΓඞͣΧόʔを
してͩ͘͞い。
υϨϯύϯͳͲにଛইʢϐϯϗʔϧʣを͋た͑ɺਫ࿙ΕͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

冷媒配管の断熱は確実に行う

ドレン配管は下り勾配（1/50～ 1/100）とし、トラップを設ける
τϥοϓをઃ͚ͳいͱɺ֎ؾをٵいࠐΈɺྫྷஆ๪ޮ཰͕௿Լします。
。ΘΕていΔ͜ͱͱɺਫ࿙Εͷͳい͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞いߦӡస࣌にഉਫ͕࣮֬にࢼ

グリーンパッケージ制御盤と省エネハイブリッド制御盤（NT-602）間の通信線および各センサー線は、
他の動力線（電源線）や制御線から必ず50cm以上離す、または動力線などと配線経路を別にとるなどし
て施工する
ಈྗઢͳͲͱҰॹに݁ଋすΔͱɺաେαʔδͰޡಈ࡞΍ނোͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

室外機を高所に設置する場合は、転落防止のため、通路には恒久ハシゴや手すりなどを、また室外機周辺
にはフェンスや手すりなどを設ける
ϑΣϯε΍खすΓͳͲ͕ͳい৔߹͸ɺઃஔ৔ॴ͔Βసམして͚͕をすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する
εϖʔε͕ෆ଍すΔ৔߹͸ɺઃஔ৔ॴ͔Βసམして͚͕をすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

禁止

正しい容量のヒューズ以外は使用しない
਑ۚ΍ಔઢを使用すΔͱނো΍Րࡂͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器の近くに設置しない
ΠϯόʔλʔثػɺࣗՈൃిػɺߴप೾ҩྍثػɺແઢ௨৴ثػͷӨڹにΑΔΤΞίϯͷޡಈ࡞΍ɺނ
োͷ͓ͦΕ͕͋Γます。またΤΞίϯଆ͔Βҩྍ͋ثػΔい͸௨৴ثػ΁Өڹを༩͑ɺਓମͷҩྍߦҝ
を๦͛たΓɺө૾์ૹͷཚΕ΍ࡶԻͳͲฐ֐ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

室外機は、小動物のすみかとなるような場所に設置しない
খಈ෺͕৵ೖして಺෦ͷిؾ配ઢに৮ΕΔͱɺނো΍ൃԎɺൃՐͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
また͓٬༷にपลを͖Εいにอͭ͜ͱを͓ئいしてͩ͘͞い。

長期使用で傷んだままの据え付け台を使用しない
ইΜͩまま์ஔすΔͱ͕ثػస౗しɺ͚͕をすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

ෆ׬શͳஅ೤޻ࢪを͏ߦͱɺਫ࿙ΕͷݪҼ΍΍͚Ͳͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
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注意（CAUTION）

禁止

次の場所へは設置しない
ੑೳをஶし͘௿Լͤ͞たΓɺ෦඼͕෗৯ɺഁଛしたΓՐൃࡂੜͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

ॴΔす༡ු͕Ͳͳʔμ΢ύɺคଐۚ΍ҡણϯϘʔΧ�ɾ
ॴΔすੜൃͷ࣭෺ΔすڹӨにػثͷͲͳϦΧϧΞɺࢎɺεΨܥૉԘɺεΨܥԫ�ེɾ

ஔઃͷ΁ͷ΋ΔすಈҠͲͳഫધɺ྆�ंɾ
ॴΔす用使にൟසをʔϨϓεͳघಛɺ඼হԽ�ɾ

ʣͲͳ৔޻ցػɺ৔ཧௐʢॴいଟ͕ؾৠ΍ລඈͷ༉�ɾ
ॴΔす用使をցػΔすੜൃを೾पߴ�ɾ

ॴいଟͷ෼ԘͲͳ۠஍඿ւ�ɾ
�ɾੵઇͷଟいॴʢઃஔすΔ৔߹͸ɺॴఆͷՍ୆ɺ๷ઇϑʔυをඞͣऔΓ෇͚てͩ͘͞いʣ

ॴΔ͔͔͕ԎͷಥԎ�ɾ
ॴͷ্Ҏ̼ߴ����ඪ�ɾ

ॴΔΕ͞Β͞にؾғงͷΞχϞϯΞ�ɾ
ॴΔ͚डをࣹ์೤Β͔ݯ೤ͷଞ�ɾ

ॴいѱͷ෩௨�ɾ
ॴΔ͕͋෺֐োͷ෩にޱग़ਧɺٵࠐޱ�ɾ

ॴͳ͏ΑΔ͖͓͕τοΩʔατʔϣγɺに߹৔ͷஔઃ୆਺ෳ�ɾ
ʣॴΉࠐਧ͕෩ڧ઀௚にػ֎ࣨʢॴいす΍͚डをڹӨͷ෩ڧ�ɾ

次の場所に室外機を設置しない
पลͷ環境にӨڹをٴ΅しɺΫϨʔϜͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
ɾ૽Ի΍೤෩͕ۙྡに໎࿭を͔͚ΔΑ͏ͳॴ
ɾڧ౓͕ෆे෼Ͱৼಈ͕૿෯ɺ఻ୡし΍すいॴ
ɾਧ͖ग़しͷ෩͕ಈ২෺に௚઀২໦に͋たΔ৔ॴɹ২໦ͳͲにඃ֐をٴ΅す͓ͦΕ͕͋Γます。
ɾ͔ثػΒൃੜすΔ૽ԻɺৼಈͷӨڹをड͚΍すいॴʢ৸ࣨͷน΍ͦͷۙ๣ʣ
ɾߴप೾にӨ͞ڹΕΔثػͷ͋Δॴʢ57͓ΑͼϥδΦͳͲͷۙ๣ʣ
ɾυϨϯഉਫ͕ͱΕͳいॴ

濡れた手でスイッチを操作しない
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますిײ

運転中の冷媒配管を素手で触れない
ӡసதͷྫྷഔ配؅͸ྲྀΕΔྫྷഔͷঢ়گにΑΓ௿ԹͱߴԹにͳΓます。ૉखͰ৮ΕΔͱౚই΍ɺ΍͚Ͳͷ
͓ͦΕ͕͋Γます。

室内機を水洗いしない
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますిײ

室外機の上に物を置いて運転を行わない
མԼ෺にΑΓ෺͕ഁଛしたΓɺ͚͕ͷݪҼͱͳΓます。

室外機の上に乗らない
མԼɺస౗ͳͲにΑΓ͚͕ͷݪҼͱͳΓます。
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安全上のご注意

施工上のお願い
この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据え付け工事が必要です

◎ਾ͑෇͚ࣄ޻ͷલに͜ͷh ͷh࡭આ໌ॻʱͱผࣄ޻ औѻઆ໌ॻʱをඞ͓ͣಡΈͩ͘͞い。
◎͜ͷઆ໌ॻに͞ࡌهΕていͳいํ๏΍ɺอূॻͱద߹しͳい಺༰Ͱ͞ࣄ޻Εた৔߹͸ɺނࣄ΍ނো͕
ੜ͡て΋੹೚をෛい͔Ͷます。

工事の前に
◎Ԙ֐஍Ͱ͸使用Ͱ͖まͤΜ。
◎͜ͷ੡඼͸࡞ಈதにӡసԻ͕します。
ӡసԻ΍ৼಈ͕ؾにͳΔ৔ॴに͸ਾ͑෇͚ͳいͰͩ͘͞い。
֤஍ͷ૽Ի੍نͳͲにؔすΔ৚ྫにैͬてઃஔしてͩ͘͞い。

工事にあたって
◎੡඼ͷ্໘に͸্͕ΒͳいͰͩ͘͞い。มܗすΔ͜ͱ͕͋Γます。
◎ϝϯςφϯεͷたΊͷे෼ͳεϖʔεを֬อしてͩ͘͞い。
◎ಉࠝͷ෇ଐ඼を֬͝ೝͩ͘͞い。
◎͜ͷ੡඼͸ɺผചͷলΤωϋΠϒϦου੍ޚ൫ʢ/5����ʣを઀ଓすΔͱɺޮՌతͳஆ๪ɾྫྷ๪ӡసͳ
Ͳを͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ます。
লΤωϋΠϒϦου੍ޚ൫ʢ/5����ʣを઀ଓして使用してͩ͘͞い。
ଞͷ੍ޚ൫を使用すΔ৔߹͸ɺ͓ങい্͛ͷൢചళɺまた͸͓ۙ͘ͷωϙϯӦۀॴに͝૬ஊͩ͘͞い。

◎ଟઇ஍ҬͰ͸ثػをՍ୆にઃஔしɺ๷ઇϑʔυをඞͣऔΓ෇͚てͩ͘͞い。
工事後について

͸ɺhޙࣄ޻◎ औѻઆ໌ॻʱをݟͳ͕Βɺ͓٬༷に࣮ࡍにૢ࡞していた͖ͩɺਖ਼しいӡసͷし͔たʢಛに
ࣨ಺ػϑΟϧλʔͷਗ਼૟ɺӡసૢ࡞ͷし͔たɺԹ౓ௐઅͷํ๏ʣをઆ໌してͩ͘͞い。

◎ҎԼͷઃఆԹ౓ൣғͰ使用してͩ͘͞い。
๪ஆ �ʙ��ˆ

ྫྷ๪ �� ʙ��ˆ
◎h औѻઆ໌ॻʱͱh 。આ໌ॻʱ͸ɺ͓٬༷に͓౉ししɺอଘしていたͩ͘Α͏にґཔしてͩ͘͞いࣄ޻
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2-1　関係寸法図

室内機　外形寸法図
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室内機　電気結線図
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室外機　外形寸法図
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室外機　電気結線図
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2-2　据え付け場所

据え付け場所の選定
以下の条件に注意し、据え付け場所を選んでください。

室外機の据え付け場所
ͷॏྔɾৼಈに଱͑ɺਫฏにਾ͑෇͚ΒΕΔ҆શͳॴثػ◎
◎ӡసԻ΍Թ෩Ͱۙྡに໎࿭ͷ͔͔Βͳいॴ
◎༉Ԏ͕ൃੜしͳいॴ
◎Մ೩ੑΨεͷ࿙ΕΔ͓ͦΕͷͳいॴ
◎υϨϯਫ͕ྲྀΕて΋Αいॴ
◎ଞͷ೤͔ݯΒ೤᫔ࣹをड͚ͳいॴ
◎ੵઇͰຒまΒͳいॴ
◎ςϨϏ΍ϥδΦͷपғ͔Β̼̑Ҏ্཭Εたॴʢి೾ো֐をड͚Δ৔߹͸͞Βに཭してͩ͘͞い。ʣ
◎௨෩͕े෼に֬อͰ͖ɺอक఺ݕを҆શに͑ߦΔαʔϏεεϖʔεを֬อͰ͖Δॴ
◎ి࣓೾ɺߴௐ೾をൃੜすΔػց͕ͳいॴ
◎ེԫܥΨεɺԘૉܥΨεɺࢎɺΞϧΧϦʢΞϯϞχΞをؚΉʣͳͲثػにӨڹすΔ෺࣭ͷൃੜɾ଺ཹし
ͳいॴ

◎༉ขɺまた͸ΨεขԹ෩ஆ๪ػͷഉΨεをٵいࠐまͳいॴ
◎ਧग़ޱにڧ෩͕౰たΒͳいॴ
◎ை෩͕౰たΒͳいॴ

室内機の据え付け場所
◎চ໘͸ਫฏͰɺࣨ಺ػॏྔに଱͑ΒΕΔݻڧͳॴ。
◎ྫྷ෩ɺまた͸Թ෩͕े෼͖ߦΘたΔॴ。
◎ࣨ֎΁ͷ配؅ɺ配ઢͷし΍すいॴ。
◎υϨϯഉਫ͕׬શにͰ͖Δॴ。υϨϯޯ配ͷͱΕΔॴ。
。しͳいॴ。γϣʔταʔΩοτしͳいॴ࡞ಈޡͷثใ஌ࡂͷͳいॴ。Ր֐に෩ͷোޱɺਧग़ޱࠐٵ◎
◎চ໘΋ؚΊɺৗにਫ͕͔͔ΔΑ͏ͳ৔ॴに͸ઃஔしͳい。
◎पғͷ࿐఺Թ౓͕��ˆҎԼͷॴ。
。౓ͷॴにਾ͑෇͚Δ৔߹͸ຊମͷஅ೤ͳͲ࿐෇にରすΔ配慮をしてͩ͘͞い࣪ߴ◎
ͷঢ়ଶͰӡసすΔͱɺਫణ͕མԼすΔ͜ͱ͕͋Γます。ͦͷΑ͏ͳ৚݅ԼͰ使用すΔՄؾ౓งғ࣪ߴ◎
ೳੑ͕͋Δ৔߹に͸ɺثػຊମͷશてͷ配؅ɺυϨϯ配؅に͞Βに��NNʙ��NNͷஅ೤ࡐをऔΓ
෇͚てͩ͘͞い。またɺਧग़μΫτに࿐͕෇͖ثػຊମにణԼすΔͱ͖͸ɺਧग़μΫτにஅ೤ࡐをషΓ
෇͚てثػຊମ΁ణԼしͳいΑ͏にしてͩ͘͞い。

ຊମɺਧग़μΫτɺྫྷഔ配؅ɺυϨϯ配؅ͳͲに࿐͕෇͖ణԼしたͱ͖ɺෆثػ౓৚݅Ͱ使用し࣪ߴ◎
౎߹͕ൃੜすΔ৔ॴにਾ෇͚Δͱ͖͸దٓஅ೤ࡐをషΓ෇͚てͩ͘͞い。

◎೤ަث׵ͷ෗৯ɺϓϥενοΫ෦඼ͷഁଛͷ͓ͦΕ͕͋Γます。
Մ೩ੑΨε͸ൃՐͷݪҼにͳΔ͜ͱ͕͋Γます。

◎ి࣓೾ɺまた͸ߴप೾ͷൃੜすΔثػͷۙ͘͸ɺϊΠζൃੜにΑΔίϯτϩʔϥͷޡಈ࡞ͷ͓ͦΕ͕
͋Γます。
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据え付けスペース
以下の内容に従って、スペースを確保してください。
͜͜にࣔしていΔͷ͸ɺྫྷஆ๪ೳྗ֬อͱαʔϏεͷたΊͷ࠷খεϖʔεͰす。

室外機の据え付けスペース

ʢNNʣ
据付パターン L1開放 L2開放 L3開放 L4開放

ੇ๏

-� ։์ ���Ҏ্ ���Ҏ্ ���Ҏ্

-� ��Ҏ্ ։์ ��Ҏ্ ��Ҏ্

-� ���Ҏ্ ���Ҏ্ ։์ ���Ҏ্

-�ˎ ���Ҏ্ ���Ҏ্ ���Ҏ্ ։์

ˎ�αʔϏεεϖʔε

室内機の据え付けスペース

5
0
0
以
上

制御盤

背面

省エネ
ハイブリッド
制御盤

吸込口

転倒防止策
（現地手配）

500以上

（全周吸い込み）
A視

A

上吹き出し
前吹き出し

5
0
0
以
上

5
0
0
以
上

＊2 サービススペース

L3

L2 L4ˎ

L1
ˎ吹き出し

吸い込み

ˎ

ˎ�

ˎ
�

ˎ
�

�˕࢛ํোนにͤͣɺ�ํ޲ͷいͣΕ͔を։์してͩ͘͞い。ʢԼදͷਾ෇ύλʔϯࢀরʣ
。ͷεϖʔε͸�NҎ্֬อしてͩ͘͞いํ্ثػ◎
�˕γϣʔταʔΩοτʢਧ͖ग़した෩をٵいࠐΉʣͷ͓ͦΕͷ͋Δ৔ॴ͸ɺϑϨοΫεϑϩʔΞμϓλ
ʢਧ͖ग़しํ޲มߋύωϧʣをऔΓ෇͚てͩ͘͞い。

�˕ෳ਺୆ઃஔすΔ৔߹͸ɺγϣʔταʔΩοτ͕ੜ͡ͳいΑ͏にɺٵいࠐΈεϖʔεをे෼に֬อして
ͩ͘͞い。

�˕ਧग़ޱલ໘ͷোน͸ɺثػͷ͞ߴҎԼͱしてͩ͘͞い。

◎ࣨ಺ػͷৼಈ͕ݐ෺に఻ΘΔͷを๷͙たΊにɺน໘に઀৮ͤ͞ͳいͰͩ͘͞い。ˎ�

。Ζਧ͖ग़しにすΔ৔߹͸ɺඞཁにԠ͡てεϖʔεを֬อしてͩ͘͞いޙ◎
�˕ਧ͖ग़しଆ͸ɺݱ஍઀ଓͷμΫτੇ޻ࢪ๏΍ਧ͖ग़しํ޲をݕ౼しɺແཧͷͳいεϖʔεを֬อして͘
ͩ͞い。
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2-3　冷媒Ｒ410Ａ対応機としての注意点
本製品は、冷媒R410Aを使用します。必ず専門業者が作業してください。
以下の内容に注意してください。

◎3���"Ҏ֎ͷྫྷഔ͸使用しͳいͰͩ͘͞い。
̧���̖͸Ϙϯϕ্෦に౧৭ද͕ࣔ͋Γます。
̧���̖͸ैདྷͷྫྷഔにൺ΂ѹྗ͕���ഒ͘ߴͳΓます。

。ɾαʔϏε࣌に͸ɺ̧���̖ઐ用πʔϧを४උしてͩ͘͞い޻ࢪ◎
�ɾήʔδϚχϗʔϧυ
ɾνϟʔδϗʔε
ɾྫྷഔॆర用ిࢠ͸͔Γ
ɾτϧΫϨϯν
ɾϑϨΞπʔϧ
ɾग़し୅ௐ੔用ಔ؅ήʔδ
ɾਅۭϙϯϓΞμϓλʔ
ɾΨε࿙Εݕ஌ث

◎νϟʔδγϦϯμ͸使用しͳいͰͩ͘͞い。
ྫྷഔͷ૊੒͕มԽしɺೳྗෆ଍ͳͲͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

◎ྫྷഔ෧ೖ͸ɺඞͣϘϯϕ͔Βӷ૬ͰऔΓग़してͬߦてͩ͘͞い。
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以下の内容に十分注意して、機器を搬入・移動してください。
◎ඞͣ�ਓҎ্Ͱۀ࡞してͩ͘͞い。
ͷॏ͞͸ɺࣨثػ ���LHɺࣨػ֎ ಺̺���ػ Ͱ̶す。ۀ࡞ෛՙに߹ͬたਓ਺ͰൖೖɾҠಈをしてͩ͘͞い。
ແཧͳൖೖ΍ҠಈをすΔͱɺ͚͕ͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

。慮してͩ͘͞いߟͷॏ৺ͷͣΕをثػにϩʔϓֻ͚をしてൖೖすΔ৔߹͸ɺඞͣثػ◎
。ఆをࣦͬてམԼすΔ͓ͦΕ͕͋Γます͕҆ثػ

◎ࠝแしたঢ়ଶͰɺਾ͑෇͚৔ॴ෇ۙまͰൖೖしてͩ͘͞いŇ
΍Ήをಘͣ։ࠝしてൖೖすΔ৔߹͸ɺثػをই෇͚ͳいΑ͏にφΠϩϯεϦϯάͰ௻ΓԼ͛Δɺまた͸
౰て൘をしてϩʔϓͰ௻ΓԼ͛てͩ͘͞い。

◎ࣨ಺ػͷਧ͖ग़しμΫτ用νϟϯόをऔΓ֎すͱɺࣨ಺ػͷ͕͞ߴ௿͘ͳΓます。
ʢ����NN �ɣ���NNʣ
রࢀʯߋͷม޲にԠ͡てɺऔΓ֎してͩ͘͞い。‎��ϖʔδʮਧ͖ग़しํگ৔ͷঢ়ݱ

木ねじを外す木台

持ち上げ用穴

木台

3．搬入

25A（外径φ34）のパイプ
を通して、人力で室内機を持
ち上げることが可能
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4-1　据え付け上の注意
以下の注意事項を守って据え付けてください。

◎%छ઀஍ࣄ޻をͬߦてͩ͘͞い。
%छ઀஍ࣄ޻͸ɺΨε؅ɺਫಓ؅ɺආཕ਑ɺి࿩ͷΞʔεઢに઀ଓしͳいͰͩ͘͞い。
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますిײ΍࡞ಈޡ

◎࿙ిϒϨʔΧʔͷऔΓ෇͚͕ඞཁͰす。
。ͷ͓ͦΕ͕͋Γますࡂ΍Րిײ

◎άϦʔϯύοέʔδͷॏྔにे෼଱͑ΒΕΔ৔ॴにɺਫฏにઃஔしてͩ͘͞い。ਾ͑෇͚にෆඋ͕͋Δ
ͱࣨ಺ػͷస౗にΑΔ͚͕΍ɺৼಈ΍ӡసԻ૿େͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

◎ྫྷഔΨε͕࿙Εた࣌ɺࣨ಺ͷྫྷഔೱ౓͕ݶքೱ౓ʢ���LH�N�ʣを௒͑Δ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹͸ɺϋ΢
εͷ։ޱ෦にΨε࿙Εݕ஌ܯใͱ࿈ಈすΔػցؾ׵૷ஔͳͲをऔΓ෇͚てͩ͘͞い。
͓ങい্͛ͷൢചళに͝૬ஊͩ͘͞い。

4-2　室外機の据え付け
室外機は、以下のように据え付けてください。

据え付け方法

1 コンクリート基礎の上に水平に設置する
ਫ४ثͰਫฏを֬ೝしてͩ͘͞い。

2 アンカーボルト（M10）でユニットの足を
必ず固定する
◎લ໘ଆΞϯΧʔϘϧτඈͼग़し௕͞͸
��NNҎԼにしてͩ͘͞い。

◎஍਒΍ಥ෩ͳͲͰ౗ΕͳいΑ͏にݻڧにਾ
͑෇͚てͩ͘͞い。

吹き
出し

吸い
込み

アンカーボルト
（M10）で固定

凍結深度
以上

800mm以上

コンクリート基礎

254 2611066

3
8

4
7
6

3
8

吹き出し

吸い込み

アンカーボルト固定位置

4．据え付け
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据え付け

多雪地域に据え付ける場合
以下の対策をしてください。

室外機の吸込口・吹出口や底板下部が雪で閉そくしないように据え付ける

ੵઇ໘ΑΓఈ൘͕͘ߴͳΔΑ͏にɺࣨ֎ػをՍ୆ͷ্にઃ
ஔすΔ

ԼにઃஔすΔɺまた͸ઇΑ͚԰ݢ ʢࠜݱ஍ख配ʣをऔΓ෇
͚Δ

除霜運転時のドレン水が凍結しないようにする

強風の影響を受けやすい場所に据え付けるときは
能力の低下、送風機の破損、保護装置の作動などを防ぐために、以下のような防風対策をしてください。

吹き出し側を、建物の壁、塀、防風用つい立などに向ける
ਧ͖ग़しଆͱݐ෺ͷนͳͲͱ͸ɺ���NNҎ্཭してͩ͘
͞い。

吹き出し方向を、風向きに対して直角に設置する

安定した場所に据え付け、針金などで固定する（転倒防止）

架台

雪よけ屋根

50
0m

m

以上

風向き

風向き

◎

◎

◎

◎υϨϯഉਫ͕ౚ݁しͳいΑ͏にɺυϨϯ配؅にώʔλをઃஔしてͩ͘͞い。
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据え付け

4-3　室内機の据え付け
室内機は、以下のように据え付けてください。

据え付け方法

1 選定した設置場所に水平に固定する

室内機ベース穴位置

176030 30

（1820）

2
0

3
4
0

2
0

4-φ12

2 付属品の転倒防止金具を取り付けて、倒れないように固定する

転倒角度 転倒角度
22° 22°

169 171

340 2020

(1
3
0
)

750

844 916

9
3
9

転倒防止金具
（付属品）

基礎ブロック

重心
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据え付け

吹き出し方向の変更
使用状況に合わせて、前吹き出し（出荷時）から上吹き出し・後吹き出しに変更できます。

前吹き出しに変更する

1 吹き出しダクト用アタッチメントの止めねじ（26個）を外して、アタッチメントを取り外す

2 アタッチメントの吹出口を前向きにして、止めねじ（26個）で固定する

後吹き出しに変更する

1 吹き出しダクト用チャンバの止めねじ（12個）を外して、チャンバを取り外す

2 チャンバを180°回転する

3 チャンバを止めねじ（12個）で固定する

吹出ダクト用
アタッチメント

止めねじ
（26か所）

吹出ダクト用
チャンバ

内側止めねじ
（4か所）

外側止めねじ
（左右4か所）
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据え付け

配管・配線の取り出し

3
4
5

56

70

6
0
9

8
0

380 50

430

冷媒配管・配線の接続口と本体寸法（冷媒配管の施工詳細は5.冷媒配管の施工参照）

注意 配管をろう付けするときは、上にある制御盤に炎が届かないように遮へいしてください
೤にΑΓɺ੍ޚ൫಺ͷి૷඼ɾ配ઢ͕ଛইすΔ͓ͦΕ͕͋Γます。

ドレン配管の施工
以下の内容に注意して、ドレン配管を施工してください。

◎ࣨ಺ػଆͷ配؅にྗをՃ͑ͳいΑ͏に஫ҙしɺͰ͖ΔݶΓࣨ಺ۙػ๣Ͱ配؅をݻఆしてͩ͘͞い。
◎υϨϯ配؅͸ԼΓޯ配ʢ���� ʙ�����ʣͱしɺ��DNҎ্ͷਫ෧͕ͭ͘ΕΔΑ͏にしてͩ͘͞い。
◎υϨϯ配؅ͷग़ޱ͸षؾͷൃੜすΔ͓ͦΕͷ
ͳい৔ॴに޻ࢪしてͩ͘͞い。

◎υϨϯ配؅をஅ೤してͩ͘͞い。
◎配ޙ޻ࢪ؅ɺഉਫ͕ྑ޷にߦΘΕていΔ͜ͱɺ
ਫ࿙Εͷͳい͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。

ͷυϨϯ配؅͸ɺ݁࿐すΔ৔߹͕͋Γޙ޻ࢪ◎
ます。
݁࿐ਫͷణԼ๷͕ࢭඞཁͳͱ͖に͸ɺषؾ
ͷたΊɺτϥοϓをઃ͚て͘ࢭ๷ྲྀٯΊ΍ࢭ
ͩ͞い。

10cm
以上

下り勾配

トラップ

ドレン

制御盤

信号線接続口
（φ30グロメット）
電源配線取入口

（φ30グロメット）

ドレン配管接続口
（R1：おねじ）

冷媒液側配管接続口
(配管径φ12.7)ろう付け

冷媒ガス側配管接続口
(配管径φ25.4)ろう付け
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冷媒配管の施工、冷媒の取り扱いは、関連する基準に従って、専門業者が行ってください。

5-1　据え付け使用制限
室内機の仕様と据え付け場所にあわせて以下の内容を確認してください。
以下の据え付け使用制限は必ず守ってください。使用制限は標準配管サイズの場合を示します。
据え付けに不備があると、圧縮機の故障や能力低下のおそれがあります。

◎ ԼҎN�ɿ͞ߴ
�̼Ҏ্ͷ৔߹͸͝૬ஊͩ͘͞い。

◎ยଆ配؅௕ɿ��NҎԼ
��Nを௒͑Δ৔߹͸ɺྫྷ๪࣌ͷࣨ
಺Թ౓͸��ˆ 8#Ҏ্Ͱ使用して͘
ͩ͞い。

5-2　冷媒配管の選定
室内機・室外機の仕様に合わせて以下の冷媒配管サイズで施工してください。

◎
◎ຊػ͸3���"を使用します。П�����Ҏ্ͷ配؅にͭいて͸0ࡐͰ͸଱ѹ͕ෆ଍しますͷͰɺ
ඞͣ�ʗ�̝ࡐを͝使用ͩ͘͞い。
ɾ೑ްɹ���NNҎ্ͷ配؅を͝使用ͩ͘͞い。
ɾ࣭ࡐɹϦϯ୤ࢎಔܧ໨ແಔ؅ʢ$����5
+*4 )����ʣを͝使用ͩ͘͞い。

お願い
◎配؅ͷબఆɾ޻ࢪにͭいて͸ɺඞ ʮͣྫྷౚอ҆نଇؔجࣔྫ܎४ʯをݫकして
ͩ͘͞い。

◎配؅೑ް͸ɺ࠷খ配؅೑ްҎ্ͷ΋ͷをબఆしてͩ͘͞い。

খ配؅೑ް࠷
ɹʦNNʧ

���

���

配࣭ࡐ؅

ࡐ�

ࡐ(���

40m以下
室外機

室内機5m以下

ガス管

液管

ྫྷഔ配؅αΠζ
ɹʦNNʧ

П����

П����

઀ଓํ๏

Ζ͏෇͚

ϑϨΞ

ʧNɾ/ʦ��ʙ��ɿ����ПΫϧτ͚෇ΊకτοφΞϨϑ
П�����ɿ��� ʙ���ʦ/ɾNʧ

5．冷媒配管の施工

Ζ͏෇͚

ࣨ಺ػ ػ֎ࣨ

ྫྷഔ配؅ͷαΠζにରしてԼهͷ೑ް͓Αͼ࣭ࡐͷ΋ͷをબఆしてͩ͘͞い。
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冷媒配管の施工

5-3 現地配管施工

お願い
˔施工する配管はユニット内部部品に接触しないように注意してください。
಺෦෦඼に઀৮すΔͱɺҟৗԻɾৼಈ͕ൃੜします。

5-4 フィルタドライヤの設置
室内外機接続液冷媒配管には、必ずフィルタドライヤ（双方仕様）を設置してください。
ϑΟϧλυϥΠϠͷ༷࢓ɿ5"4$0ࣾ੡ 5"���'"��ɺ5"���'#��

また͸ಉ౳༷࢓඼

5-5 ガス漏れチェック
室外機と室内機本体の気密試験は弊社にて実施済ですが、配管施工後に接続配管の気密試験を行い、ガス
が漏れていないか確認してください。

◎઀ଓ配؅ͷݧࢼີؾ͸ɺࣨ֎ػଆͷૢ࡞หͷαʔϏεϙʔτ͔Βͬߦてͩ͘͞い。ૢ࡞ห͸ඞͣ
ดͷままにして࣮ࢪしてͩ͘͞い。

に͸஠ૉΨεを使用しɺΨεଆ͔ΒՃѹしてͩ͘͞い。஠ૉҎ֎ͷΨε͸ઈର使用しͳいͰݧࢼີؾ◎
ͩ͘͞い。

ᶃ���.1BまͰՃѹしたͱ͜ΖͰɺՃѹをࢭΊて̑෼ؒҎ্์ஔしɺѹྗͷ௿Լͷͳい͜ͱを֬ೝして͘
ͩ͞い。

ᶄ���.1BまͰՃѹしɺ࠶ͼ̑෼ؒҎ্ͦͷまま์ஔしɺѹྗͷ௿Լͷͳい͜ͱを֬ೝͩ͘͞い。
ᶅنఆѹ ʢྗ����.1BʣまͰঢѹしɺपғԹ౓ͱѹྗをϝϞしてͩ͘͞い。
ᶆ໿ ೔̍์ஔしɺѹྗ͕௿Լしていͳ͚Ε͹߹֨Ͱす。͜ͷͱ͖ɺपғԹ౓͕̍ˆ௿ԼすΔͱѹྗ͕໿
����.1B ௿ԼしますͷͰɺิਖ਼をͬߦてͩ͘͞い。

◎ᶃʙᶆͷ֬ೝͰѹྗ௿ԼͷೝΊΒΕた΋ͷに͸࿙Ε͕͋Γます。༹઀ՕॴɾϑϨΞ෦ͳͲにൃ๐ݧࢼ
ӷͳͲを用いてɺ࿙ΕՕॴをൃݟしɺิमしてͩ͘͞い。ิमޙ͸࠶౓ݧࢼີؾを࣮ࢪしてͩ͘͞い。

付属品

取扱説明
銘板

サービス
パネル（側）

※ねじ
（18か所）

サービス
ポート

◎αʔϏεύωϧʢଆʣͷͶ͡��ຊ�を֎しɺ্Լ�ຕͷύω
ϧをखલに֎してͩ͘͞い。

˕配ઢऔΓग़し෦にΑΓখಈ෺ͳͲͷ৵ೖ͕͑ߟΒΕΔ৔߹
͸ɺ配ઢऔΓग़しޱをดࡐ࠯ʢݱ஍ख配ʣͰ;͞いͰͩ͘
͞い。

˕Ψε؅͸ɺ෇ଐ඼をར用してૢ࡞หͱ઀ଓしてͩ͘͞い。
෇ଐ඼͸ɺుग़配؅෦に͋Γます。

。てͩ͘͞いͬߦหをશดにして࡞͸ɺૢ޻ࢪ஍配؅ݱ˕
˕配؅಺෦にਫ෼ɾҟ෺͕ೖΒͳいΑ͏にɺ؅୺ͷཆੜʢ௵し
てΖ͏෇͚ɺまた͸೪ணςʔϓにΑΔʣをे෼にͬߦて͘
ͩ͞い。

˕配؅ͷ͛ۂՃ޻をすΔ৔߹͸ɺ֎ܘͷ�ഒҎ্ͷ͛ۂ൒ܘͰ
Ճ޻してͩ͘͞い。͛ۂ௚しをԿճ΋ߦΘͳいͰͩ͘͞い。

˕配؅͸ɺͶͬ͡たΓɺͭͿしたΓしͳいͰͩ͘͞い。
˕ϑϨΞ઀ଓ͸ɺμϒϧεύφͰకΊ෇͚てͩ͘͞い。
˕Ζ͏෇͚࣌ۀ࡞͸ɺΖ͏෇͚෦पғをա೤しͳいΑ͏に
ೞΕλΦϧͳͲͰྫྷ΍しͳ͕Β࣮ࢪしてͩ͘͞い。
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冷媒配管の施工

5-6 真空引き
真空引き作業フロー

始
開
き
引
空
真

了
完
き
引
空
真

入
封
媒
冷

ʵ���L1Bʢʵ���NN)HʣҎԼ
にͳͬて͔Β�࣌ؒҎ্ਅۭϙϯϓ
ͷӡసをଓ͚てͩ͘͞い。

�࣌ؒҎ্์ஔし
ਅۭήʔδͷ਑ͷ
্ঢͳ͖͜ͱ

ਅۭήʔδͷ਑্͕ঢした৔߹͸ɺܥ౷಺にਫ෼͕ͬ࢒ていΔ͔ɺ࿙ΕՕॴ͕͋Γます。
࿙ΕՕॴをνΣοΫしɺमਖ਼࠶ޙ౓ਅۭҾ͖をしてͩ͘͞い。

◎ਅۭҾ͖ޙ͸ඞͣαʔϏεϙʔτͷΩϟοϓをऔΓ෇͚ɺక෇τϧΫ	��ʙ��/ɾN
にてకΊ෇
てͩ͘͞い。

◎Ψεଆɺ͓Αͼӷଆૢ࡞หをશ։にしてͩ͘͞い。εϐϯυϧͷ։͖ऴΘΓに͸ྗを͔͚ͳいͰͩ͘͞
い。	���/ɾNҎԼ


お願い

˔本機はR410Aのため、次のことに注意してください。
ɾҟछ༉ͷࠞೖをආ͚ΔたΊにɺྫྷഔͷछྨにΑΓ޻۩を使い෼͚てͩ͘͞い。
ಛにήʔδϚχϗʔϧυɺνϟʔδϗʔε͸ઈରにଞྫྷഔʢ3��ɺ3���$ͳͲʣ
ͱڞ用しͳいͰͩ͘͞い。
ɾਅۭϙϯϓ༉͕ྫྷౚγεςϜ಺にࠞೖしͳいΑ͏にɺྲྀٯ๷ࢭΞμϓλを使用
してͩ͘͞い。

5-7　冷媒追加封入

注意 配管長が30mを超える場合は、30ｍと同等の冷媒量としてください
ྫɿ�配؅௕��Nͷ৔߹ɺ௥Ճྫྷഔྔ͸�ɹ	������
ʷ�������HɹͱͳΓます。

。νϟʔδしてͩ͘͞い࠶ɺ���LHʴ௥Ճνϟʔδྔをޙ৔߹͸ྫྷഔճऩ͏ߦνϟʔδを࠶˕

付属品

取扱説明
銘板

サービス
パネル（側）

※ねじ
（18か所）

サービス
ポート

ྫྷഔ配؅͸ɺ��NҎԼͰ使用してͩ͘͞い。
˕ྫྷഔ配؅ʢӷ؅ʣ�N౰たΓͷ௥Ճνϟʔδྔɿ��̶
ʢ��NҎ্ͷ৔߹ɺԼه஫ҙࢀরʣ
৔ग़ՙ࣌νϟʔδྔɿ���LH޻˕
˕௥Ճνϟʔδෆཁͷݱ஍配؅௕͞ɿ���N
˕ࣨ֎Ϣχοτ͸配؅௕���N෼૬౰෼ͷྫྷഔྔ͕޻৔ग़ՙ࣌
に෧ೖ͞Εて͓Γɺ���N෼まͰ͸ݱ஍ͷ௥Ճνϟʔδ͕ෆ
ཁͰす。ͦΕを௒͑た෼にͭいて͸ɺԼࣜࢉܭهΑΓ௥Ճ
νϟʔδྔをࢉܭし௥Ճνϟʔδしてͩ͘͞い。

ɹ௥ՃνϟʔδྔʢLHʣʹ
�����	N
ńʷ��	H�N


˕̧���̖ྫྷഔ͸ӷ૬ͰॆరすΔඞཁ͕͋ΓますͷͰɺϘϯϕを౗ཱͤ͞てॆరすΔ͔ɺαΠϑΥϯ؅෇
ͷྫྷഔϘϯϕ͔Βॆరしてͩ͘͞い。

■冷媒封入

■冷媒封入量を計算してください。

ł配؅௕	N
�νϟʔδϨε෼
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冷媒配管の施工

◎அ೤͸Ψεଆɺӷଆ配ํ྆ڞ؅にͬߦてͩ͘͞い。ͦͷࡍ
அ೤ࡐͱ配؅をີணͤ͞て͕ܺؒͰ͖ͳいΑ͏に઀ଓઢ
ͱڞに֎૷ςʔϓͰרいてͩ͘͞い。

◎Ψεଆ配؅ɺӷଆ配؅ͱ΋அ೤͸׬શにͬߦてͩ͘͞い。
配؅͸அ೤しͳいͱ݁࿐しɺਫ࿙Εします。

外装テープ 

ガス管 
液管 

室内外接続電線 室内外接続電線 

断熱材 断熱材 

5-8　断熱・防露
冷媒配管（ガス管、液管共）の断熱防露工事を行ってください。

◎அ೤ࡐ͸���ˆҎ্ͷ଱೤ੑ͕͋Δ΋ͷを使用してͩ͘͞い。଱೤ੑ͕௿いͱஅ೤ෆྑ΍ిઢྼԽͷ
͓ͦΕ͕͋Γます。

◎அ೤๷࿐ࣄ޻にෆඋ͕͋ΔͱɺΨε؅͸ྫྷ๪ӡస࣌に݁࿐してਫೞΕ͕ൃੜします。ஆ๪࣌にు͖ग़
しΨεにΑͬてද໘͕ߴԹにͳΓɺ΍͚Ͳͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

ఆྔ͕෧ೖͰ͖ͳن。หをด͡たままɺඞͣӷଆͷαʔϏεϙʔτ͔ΒӷྫྷഔͰ෧ೖしてͩ͘͞い࡞ૢ◎
い৔߹͸ɺࣨ֎ػͷόϧϒをӷଆɺΨεଆͱ΋にશ։にしたޙɺྫྷ๪ӡసをߦいΨεଆʢٵೖଆʣαʔ
Ϗεϙʔτ͔Β෧ೖします。͜ͷࡍ΋ɺϘϯϕ͔ΒͷྫྷഔऔΓग़し͸ඞͣӷ૬Ͱͬߦてͩ͘͞い。
たͩしѹॖػอޢͷたΊɺϘϯϕͷόϧϒをߜΓؾຯにすΔ͔ɺӷྫྷഔをໄঢ়にม׵すΔઐ用πʔϧを
使用してɺϢχοτにٵҾ͞Εた࣌に͸ΨεԽしていΔΑ͏にௐ੔してͩ͘͞い。

◎ྫྷഔͷ෧ೖ͸ɺඞͣྫྷഔॆర用ిࢠ͸͔Γを使用してࢉܭ෧ೖしてͩ͘͞い。
◎ӡసしͳ͕Βྫྷഔ෧ೖすΔ৔߹͸ඞͣ��෼Ҏ಺にྃ׬してͩ͘͞い。ྫྷഔෆ଍ͷঢ়ଶͰ௕࣌ؒӡస͞
ΕますͱѹॖػͷނোͷݪҼͱͳΓます。

お願い ௥Ճνϟʔδྔをࣨ֎ػαʔϏεύωϧʢଆʣͷऔѻઆ໌໏൘にهೖしてͩ͘͞
い。

注意

この製品はフロン排出抑制法の第1種特定製品です
ϑϩϯྨをΈͩΓにେؾに์ग़すΔ͜ͱ͸͡ېΒΕています。
͜ͷ੡඼をഇغɾ੔උすΔ৔߹に͸ɺϑϩϯྨͷճऩ͕ඞཁͰす。ྫྷഔճऩすΔͱ͖͸ɺ
ϑϩϯഉग़཈੍๏ͷج४にैͬてͩ͘͞い。
ྫྷഔͷ௥Ճɾճऩྔ͓Αͼग़ՙ࣌ͱͷ߹ྔܭをαʔϏεύωϧʢଆʣͷऔѻઆ໌໏൘に
ඞͣࡌهしてͩ͘͞い。またɺͦͷ$0⒪ࢉ׵஋΋هೖͩ͘͞い。
いදࣔ಺༰͕ੜ͡たͱ͖͸ɺߦͷमཧɺӡసɺௐ੔ͳͲにΑΓɺྫྷഔͷճऩ΍ॆరをثػ
ྫྷഔྔをࡌه࠶してͩ͘͞い。
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冷媒配管の施工

既設配管流用可否判断フローチャート

ελʔτ

いい͑

いい͑

͸い

͋Δ

͋Δ

͋Δ

͸い

ͳい

ͳい

ͳい

؇Έͳし

؇Έ͋Γ��

मਖ਼�

मਖ਼�

मਖ਼�

�֨߹ີؾ

઀ଓ͞Εて͕ػͱࣨ಺ػ֎ઃ配؅に͸ࣨطར用すΔ࠶
います ʁ͔

ઃ配؅にɺ෗৯ɾইɾ΁͜Έ͸͋ΓまͤΜطར用すΔ࠶ ʁ͔

にɺണ͕Εɺྼࡐઃ配؅ͷஅ೤طར用すΔ࠶ Խ͸͋Γ
まͤΜ ʁ͔ʢΨε؅ɺӷ؅ͱ΋にஅ೤͕ඞཁͰすʣ
அ೤͕͞ްࡐ଍Γͳい配؅͸͋ΓまͤΜ ʁ͔

配ۚ࣋ࢧ؅۩͸؇ΜͰいまͤΜ ʁ͔

ઃ配؅にΨε࿙Ε͸͋ΓまͤΜطར用すΔ࠶ ʁ͔
ʢසൟにྫྷഔを௥ՃすΔΑ͏ͳ͜ͱ͕ͳ͔ͬ た͔֬ೝʣ

ར用Ͱ࠶ઃ配؅をط ま͖ͤΜ。
৽ن配؅を͝使用ͩ͘͞い。

ೝをしてͩ֬͘ີؾઃ配؅ͷط஍Ͱݱ ͞い。

ෆ۩߹෦෼をमਖ਼してͩ͘ ͞い。

ෆ۩߹෦෼をमਖ਼してͩ͘ ͞い。

ෆ۩߹෦෼をमਖ਼してͩ͘ ͞い。

मਖ਼ෆೳ�

मਖ਼ෆೳ�

�ෆྑີؾ

。ઃ配؅を͝使用にͳΕますط

ͷશてをຬたしますهઃ配؅͸Լطར用すΔ࠶ ʁ͔
ᶃ配؅௕͕��NҎԼͰ͋Δ。�
ᶄ配؅αΠζ ���
߲ ྫྷഔ配؅αΠζબఆදをຬたす。
ᶅࣨ಺֎ؒػͷߴ௿ࠩ͸Լهをຬたす。

ͷ৔߹ɿ�NҎԼ্͕ػ֎ࣨ
�Լͷ৔߹ɿ�NҎԼ͕ػ֎ࣨ

5-9　既設配管対応
ご使用の前に確認いただきたい事項
既設配管流用時の条件

注意ポイント 配管
配؅಺にΰϛ͕ͳい
͜ͱ

配؅಺にਫ෼͕ͳい
͜ͱ

ྫྷഔ࿙Ε͕ͳい͜ͱ

ɾʮϑϩϯճऩɾഁյ๏ʯにैいɺ࣮֬にྫྷഔճऩを͜͏ߦͱ。

ɾطઃ配؅͸طઃػϢχοτに઀ଓ͞Εたঢ়ଶͰ͋Δ͜ͱ。
֎Εたঢ়ଶͰ͸ɺطઃ配؅಺にӍਫɺۭ͕ؾ৵ೖし配؅಺͕͞ͼていΔՄೳੑ͕
͋Γます。

ྫྷഔをΈͩΓେؾதに์ग़すΔͱɺേଇ͕ద用͞ΕΔ৔߹͕͋Γます。
ɾ࣮֬ͳਅۭҾ͖ͷ࣮ࢪ�
ʵ���L1B	ʵ���NN)H
ҎԼにͳͬて͔Β�࣌ؒҎ্ਅۭϙϯϓͷӡసを࣮ࢪ。
ɾطઃ配؅に෗৯ɾইɾ΁͜Έ͕ͳい͜ͱ。͞Βにஅ೤ࡐͷണΕɾྼԽ͕ͳい͜ͱ。
ɾ3���"用ͷϑϨΞφοτͷ使用͔ͭϑϨΞՃ޻ͷ࣮ࢪ。
ɾنఆѹྗ����.1Bにてݧࢼີؾをͬߦてͩ͘͞い。
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冷媒配管の施工

既設配管流用時の現地施工手順

【確認・留意事項】
・流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関しては、
弊社としては保証しかねますのでご注意ください。

・既設の冷媒が使用可能か確認してください。
・冷媒配管長制約および適用可能配管径等については、5-1・5-2を参照してください。
・電源設備に関しては、室外機、室内機に適合した電圧、相数とし、電源配線接続図に基づく
遮断器容量および配線径としてください。

・既設の電源設備（電源配線含む）を使用する場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確認
してください。

・古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の原因ともなりますのでご注意ください。

・リニューアル対象範囲の確認　　・既設の冷媒配管使用可否確認
・既設の制御配線使用可否確認　　・既設の電源設備使用可否確認

　 注意

前
工
施
地
現

後
工
施
地
現

既設の室外機、室内機、リモコン等取外し

配管工事の実施

配管の気密確認
気密試験値は4.15MPa

配管の真空引き
※-101kPa以下で1時間以上

冷媒追加充填

試運転調整

室外機、室内機、省エネハイブリッド制
御盤（NT-602）等据付電気工事の実施

●フレアナットは流用せず室外ユニット付属のものを使用し、フレ
アは必ずR410A用に再加工してください。

●フレア接続はダブルスパナで締め付け、適正トルクを超えて締め
ないでください。

＊詳細は、5-2を参照してください。
●新設エアコンを既設配管に接続した後は、気密試験と真空引きを
確実に行ってください。

＊詳細は、5-5・5-6を参照してください。
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電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従って、電気工事士が行ってください。

6-1　電源・室内外接続線
。をऔΓ෇͚てͩ͘͞いثに͸ඞͣ࿙ిःஅݯి�◎
◎�࿙ిःஅث͸ɺఆ֨ిྲྀ��"ɺײ౓ిྲྀ���N"ɺಈؒ࣌࡞���TFDを使用してͩ͘͞い。�
࿙ిःஅثをऔΓ෇͚ͳいͱɺՐࡂ΍ిײͷ͓ͦΕ͕͋Γます。

◎�ࣨ಺֎઀ଓઢ͸͕͋ੑۃΓますͷͰɺඞͣಉҰ୺ࢠ୆൪߸ؒを઀ଓしてͩ͘͞い。
�。ͷऔΓ͔た͸ਤにैͬてͩ͘͞いݯి�◎
ࣨ಺ݯిػऔΓͱɺࣨ಺֎ػผిݯऔΓ͸ݪଇͰ͖まͤΜ。

◎�࿙ిःஅ͕ث஍བྷอޢઐ用ͷ৔߹に͸ɺ࿙ిःஅثͱ௚ྻにखݩ։ดثʢ։ดثʴ#छώϡʔζʣɺ
また͸配ઢ用ःஅ͕ثඞཁͱͳΓます。

。てͩ͘͞いͬߦをඞͣࣄ޻Γます。̙छ઀஍͕͋ࢠ൫にΞʔε୺ޚ੍�◎
◎�Ξʔεࣄ޻͸ɺిݯを੾ͬたঢ়ଶͰ࣮ࢪしてͩ͘͞い。

漏電遮断器 
定格電流

手元開閉器 配線用遮断器 
定格電流

電源配線 室内外接続線 
太さ×本数

アース線
開閉器容量 B種ヒューズ 太さ×本数 こう長 太さ ねじ

��"ɺ���N"�
���TFDҎԼ ��" ��" ��" ����NN�ʷ� ��N

ઢݯి
ɹП���ᶱʷ�ຊ
௨৴ઢ
ɹ�����NN�ʷ�৺
ʢγʔϧυઢʣ

���NN� .�

ɹ�配ઢ༷࢓͸ۚଐ؅ɺまた͸߹੒थ؅ࢷ配ઢͰɺ؅಺に̏ຊҎԼͰిѹ߱Լ̎ˋͱした৔߹をࣔします。
͜ΕҎ֎ͷ৚݅͸಺ઢنఔにΑΓ࣮ࢪしてͩ͘͞い。

ɹࣨ಺֎઀ଓઢ͸૯௕��NまͰͱしてͩ͘͞い。

6．電気配線の施工

電源

漏電遮断器

手元開閉器
または

配線用遮断器

B

B

室外機

室内機

電源配線

室内外
接続線

N

N

R S T PE

電源

漏電遮断器

手元開閉器
または

配線用遮断器

B

B

室外機

室内機

電源配線

室内外
接続線

N

N

R S T PE

手元開閉器
または

配線用遮断器

B

B

室外機

室内機

電源配線

室内外
接続線

N

N

R S T PE

手元開閉器
または

配線用遮断器

B

B

室外機

室内機

電源配線

室内外
接続線

N

N

R S T PE

複数台設置の場合の施工例

L

L

L

L

G A

G A

G A

G A

L

L

G A

G A

L

L

G A

G A
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電気配線の施工

6-2　配線の取り出しと固定方法
配線は端子接続部に外力が伝わらないように固定してください。
室内機側電源線は、冷媒配管にしっかりと固定してください。

室内外配線
取り出し口

電源配線
取り出し口

電源配線電源配線

室内外接続線
（電源線）
室内外接続線
（電源線）

室内外接続線
（通信線）
室内外接続線
（通信線）

①サービスパネル（側）
　を外す
②制御盤カバーのねじ
2本を外す

室外機制御盤　カバーの外しかたと配線取り出し

G A B FAN IN
－　＋

HEAT IN
－　＋

COOL IN
－　＋

FAN OUT
－　＋

HEAT OUT
－　＋

COOL OUT
－　＋

L N

室内外接続線
（電源線）
室内外接続線
（電源線）

室内外接続線
（通信線）
室内外接続線
（通信線）

①ねじ2本を緩める

②ねじ1本を外す

室内機制御盤 カバーの外しかたと配線取り出し
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電気配線の施工

6-3　省エネハイブリッド制御盤（NT-602）による複数台室内機制御
同一モード、同一室温設定で運転します。
各室内機間を渡り配線し、電源配線・信号配線を図のように接続してください。

◎ ৺�ʷ�NN����ɿؒͷػ಺ࣨΒ͔൫੍ޚυοϦϒΠϋωΤলઢ配
ࣨ಺͔ػΒࣨ಺ػͷؒɿ����NN�ʷ�৺

◎ࣨ಺ػ�୆໨ͷ)&"5 065ͷʴͱɺ�୆໨ͷ)&"5 */ͷ�ͱを઀ଓしてͩ͘͞い。
ಉ༷にɺ)&"5 065ͷʵͱ)&"5 */ͷʵɺ$00- 065ͷʴͱ$00- */ͷʴɺ$00- 065ͷʵͱ
$00- */ͷʵɺ'"/ 065ͷʴͱ'"/ */ͷʴɺ'"/ 065ͷʵͱ'"/ */ͷʵを઀ଓしてͩ͘͞い。
ʴͱʵをؒҧ͑て઀ଓすΔͱɺഁ͕ثػଛします。

L N

室内機

省エネハイブリッド制御盤

ＨＰ1
冷房

ＨＰ1
暖房

Ｒ相

循環扇

（1台目）

＋－ ＋－ ＋－ ＋－ ＋－＋－

HEAT
IN

COOL
IN

HEAT
OUT

COOL
OUT

FAN
OUT

FAN
IN

＋－ ＋－ ＋－ ＋－ ＋－＋－ ＋－ ＋－ ＋－ ＋－ ＋－＋－

室内機（2台目） 室内機（＊台目）

・・・

(+) (－) (+) (－) S相

HEAT
IN

COOL
IN

HEAT
OUT

COOL
OUT

FAN
OUT

FAN
IN

HEAT
IN

COOL
IN

HEAT
OUT

COOL
OUT

FAN
OUT

FAN
IN
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室内機の取り付け、室外機の据え付け
にɺे෼ͳۭؒを֬อしていΔޱͱਧग़ޱΈࠐいٵͷػͷૹ෩ػ֎ࣨ
ࣨ಺ػͷۭٵؾいࠐΈޱͷपғにɺे෼ͳۭؒを֬อしていΔ
ࣨ಺ػͷۭٵؾいࠐΈޱにɺΧʔςϯͳͲͷः΁い෺͕͔͔ͬていͳい
ఆ͞ΕていΔݻ͸ɺ࣮֬にػɾࣨ಺ػ֎ࣨ

冷媒配管、ドレン配管
ϑϨΞ઀ଓ͸ɺ配؅に3���"にదしたϑϨΞՃ޻をߦいɺτϧΫϨϯνを使用してϑϨΞφοτを
��ఆͷτϧΫʢП����ɿن ʙ ��ʦ/ɾNʧɺП�����ɿ��� ʙ���ʦ/ɾNʧʣͰకΊ෇͚て͋Δ
Ζ͏෇͚した৔߹͸ɺ配؅に஠ૉΨεをྲྀしてΖ͏෇͚して͋Δ
配؅ͷஅ೤ࡐ͸ɺӷ؅ͱΨε؅ͷ྆ํにऔΓ෇͚ΒΕていΔ
配؅͸ۚଐྨͰݻఆ͞ΕɺϑϨΞ઀ଓ෦に֎ྗ͕఻ΘΒͳいΑ͏にͳͬていΔ
ྫྷഔͷ௥Ճॆరྔをࣨ֎ػͷαʔϏεύωϧʢଆʣͷऔѻઆ໌໏൘にهೖして͋Δ
Ψε࿙Εࠪݕをͬߦて͋Δ

電気配線
૬઀ଓ͕ͳいٯͷ઀ଓ͸ܽ૬ɾݯి
ःஅث͸ɺదਖ਼༰ྔͷثػを使用していΔ
૬Ͱ͋Δࡾѹ͸"$���7ిݯి
রࢀɾࣨ಺֎઀ଓઢʯݯͷిઢを使用していΔ‎��ϖʔδʮ���ɹి༷࢓ఆͷࢦ
に઀ଓして͋ࢠఆ͞Εた୺ࢦɾ/5����ͷ配ઢ͸ɺ઀ଓ๨Ε΍઀ଓؒҧい͕ͳ͘ɺػɾࣨ಺ػ֎ࣨ
Δ
Ξʔεࣄ޻͸ɺ%छ઀஍ʢୈ�छ઀஍ʣߦ͕ࣄ޻ΘΕていΔ
ଞͷثػͷΞʔεઢͱ઀ଓͤͣɺ୯ಠͰΞʔεをͱͬていΔ
配ઢͷऔΓ෇͚෦ͷͶ͡͸ɺ؇ΜͰいͳい
配ઢ͸ݻఆ͞Εてɺ୺ࢠ઀ଓ෦に֎ྗ͕఻ΘΒͳいΑ͏にͳͬていΔ

7．工事完了後の確認
下記のチェックシートに従って、点検をしてください。

υϨϯਫ͸εϜʔζにྲྀΕていΔ
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工事が完了したら、お客様と一緒に試運転してください。その際は、別冊の『取扱説明書』に沿って
説明してください。
特に「安全上のご注意」「使用方法」「日常の点検・お手入れ」はよく説明し、理解を深めていただく
ようにしてください。
機器の据え付け後、「（冷媒漏えい）点検・整備記録簿」を作成し、フロン排出抑制法に基づいて「（冷
媒漏えい）点検・整備記録簿」を保管いただくよう、お客様に説明してください。

8-1　室外機の電源投入
クランクケースヒーターに通電するため、運転の6時間前から室外機に電源を投入してください。

8-2　安全装置の確認

安全回路の確認
■

■

運転準備ランプ運転準備ランプ

逆相検知リレー逆相検知リレー

（コンプレッサ）
電磁開閉器のOCR
（コンプレッサ）

8．試運転

吐出管サーモスタット吐出管サーモスタット

高圧スイッチ高圧スイッチ

室外機の電源を投入して安全装置が正常な時は、3分後に操作盤の運転準備ランプが点灯します。
運転準備ランプが点灯して、安全装置が作動していないことを確認してください。
複数台のユニットがある場合は、全ての操作盤について確認してください。

室外機制御盤の運転準備ランプの点灯状態を確認して、原因を取り除いてください。
操作盤の運転準備ランプが点灯しない場合は、安全装置が作動している可能性があります。
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試運転

運転準備ランプ
状態 原因

左 右

఺౮ ఺౮ ӡస४උத

ফ౮ ఺౮ λΠϚʔΧ΢ϯτத
໿�෼ޙに͕ࠨ఺౮

ফ౮ ফ౮

ࢭఀݯి w ࿙ిःஅ࡞͕ثಈしていΔ

஌ϦϨʔݕ૬ٯ
઀఺ɹ։

w ͷ૬͕ؒҧͬていΔݯిڅڙ
w োނ஌ϦϨʔͷݕ૬ٯ

ѹεΠονߴ
઀఺ɹ։

w �ˎಈしていΔ࡞ѹεΠον͕ߴ

w োɺஅઢނѹεΠονͷߴ

ѹॖ࣓ిػ։ดث
ಈ࡞0$3

w ѹॖػͷաෛՙӡస
ˎ�

ుग़؅αʔϞ
ελοτ઀఺ɹ։

w ίϯϓϨοαుग़؅ͷαʔϞελοτ͕࡞ಈしていΔˎ�

w αʔϞελοτͷނোɺஅઢ

ҟৗ͕ͳいه্ w λΠϚʔ͕ނোしていΔ

఺౮ ফ౮ ӈϥϯϓͷҟৗ

ˎ̍ ɹखಈϦηοτ
ˎ̎ɹࣗಈϦηοτ
ϥϯϓ͕఺౮しͳいͱ҆શ૷ஔ͕࡞ಈしています。す΂てͷ҆શ૷ஔを֬ೝしてͩ͘͞い。

8-3　室外機操作弁の操作
室外機の冷媒配管接続部にある操作弁を液側、ガス側とも全開にしてください。

8-4　暖房・冷房・送風運転動作確認
次の方法で、暖房運転動作を確認してください。

1 配電盤の元電源を入れる

2 室内機操作部の送風機スイッチをONにする
◎ૹ෩͕ػճసすΔ͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。

3 室内機操作部の送風機スイッチをOFFにする

4 室内機操作部の運転スイッチをONにする
◎ෳ਺୆ͷ͕͋ثػΔ৔߹ɺӡసεΠον͕0̣に
ͳͬていΔثػͷΈӡసͰ͖ます。 室内機操作部

エラー データ
電源

運転スイッチ
OFF

ON

OFF

ON

送風スイッチ

送風機 エラー

ҟৗ

ਖ਼ৗ

ҟৗ w λΠϚʔ͕ނোしていΔ

ー

ー

w அઢ

w ѹॖػͷܽ૬ӡస
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5 1台目の操作盤の「HEAT IN」端子に暖房入力信号を入れる
◎ӷথը໘にʦ)&"5*/( .0%&ʧ͕දࣔ͞Εます。
◎ෳ਺୆ͷ͕͋ثػΔ৔߹ɺӡసεΠον͕0/にͳͬていΔ͕ثػஆ๪ӡసします。
◎ࣨ಺ػͷૹ෩͕ػӡసしɺࣨ֎ػͷૹ෩ػͱίϯϓϨοα͕ӡసすΔ͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。
ಈまͰ͕͔࣌ؒىͷػ֎ͷ৔߹͸ɺࣨޙɺஆ๪ೖྗ৴߸Φϑ௚ޙɺӡసεΠον0''௚ޙ౤ೖ௚ݯి◎
͔Δ৔߹͕͋Γますʢ࠷େ�෼ؒʣ。

֎をして΋ɺࣨ࡞にӡసεΠον0''ɺまた͸ஆ๪৴߸ೖྗΦϑͷૢޙಈ௚ىͷίϯϓϨοαػ֎ࣨ◎
。しますࢭఀ͕ػͷૹ෩ػにࣨ಺ޙɺ�෼ޙ͸໿�෼ؒӡసしଓ͚ます。ͦͷػ

6 5分以上の暖房運転をして、暖房信号入力を切る
◎ӷথը໘にʦ0'' .0%&ʧ͕දࣔ͞Εた͋ͱにɺࢭఀ͕ثػすΔ͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。
''͸ɺʦ0ػ֎ࣨ .0%&ʧͷදࣔͱಉ࣌にఀࢭします。
ࣨ಺ػͷૹ෩ػ͸ɺʦ0'' .0%&ʧͷද͔ࣔΒ໿�෼ޙにఀࢭします。

7 1台目の操作盤の「COOL IN」端子に冷房入力信号を入れる
◎ӷথը໘にʦ$00-*/( .0%&ʧ͕දࣔ͞Εます。
◎ෳ਺୆ͷ͕͋ثػΔ৔߹ɺӡసεΠον͕0/にͳͬていΔྫྷ͕ثػ๪ӡసします。
◎ࣨ಺ػͷૹ෩͕ػӡసしɺࣨ֎ػͷૹ෩ػͱίϯϓϨοα͕ӡసすΔ͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。
ಈまͰ͕͔࣌ؒىͷػ֎ͷ৔߹͸ɺࣨޙɺྫྷ๪ೖྗ৴߸Φϑ௚ޙɺӡసεΠον0''௚ޙ౤ೖ௚ݯి◎
͔Δ৔߹͕͋Γますʢ࠷େ�෼ؒʣ。

֎をして΋ɺࣨ࡞にӡసεΠον0''ɺまた͸ྫྷ๪৴߸ೖྗΦϑͷૢޙಈ௚ىͷίϯϓϨοαػ֎ࣨ◎
。しますࢭఀ͕ػͷૹ෩ػにࣨ಺ޙɺ�෼ޙ͸໿�෼ؒӡసしଓ͚ます。ͦͷػ

8 5分以上の冷房運転をして、冷房信号入力を切る
◎ӷথը໘にʦ0'' .0%&ʧ͕දࣔ͞Εた͋ͱにɺࢭఀ͕ثػすΔ͜ͱを֬ೝしてͩ͘͞い。
''͸ɺʦ0ػ֎ࣨ .0%&ʧͷදࣔͱಉ࣌にఀࢭします。
ࣨ಺ػͷૹ෩ػ͸ɺʦ0'' .0%&ʧͷද͔ࣔΒ໿�෼ޙにఀࢭします。
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室外機、室内機、冷媒配管などの移設や交換などで冷媒配管内の冷媒を回収する必要があるときに、
室内機と配管中の冷媒を室外機に追いこむ方法がポンプダウンです。
以下の方法でポンプダウンを行ってください。

1 室外機のサービスパネル（側）と制御盤カバーを取り外す
。Δঢ়ଶにしてͩ͘͞い͑ݟ൘͕جޚ൫ΧόʔをऔΓ֎しɺ੍ޚͷαʔϏεύωϧʢଆʣͱ੍ػ֎ࣨ

2 運転準備ランプが点灯していることを確認する
ӡస४උϥϯϓ͕ফ౮していΔͱϙϯϓμ΢ϯ
ಈ࡞͸しまͤΜ。ϥϯϓফ౮ͷݪҼをऔΓͷͧ͘
͔ɺྫྷഔճऩ૷ஔを用いたํ๏Ͱྫྷഔճऩをߦ
ͬてͩ͘͞い。

3 室外機の液側の操作弁を全閉にする

4 室外機のガス側の操作弁を半開にする

5 ゲージマニホールドの低圧側のホースを液側のサービスポートに取り付ける

6 ポンプダウンスイッチ（PD）を約1分間押し続ける
൘্ͷϙϯϓμ΢ϯεΠονجޚͷ੍ػ֎ࣨ
ʢ1%ʣを໿�෼ؒԡしଓ͚てͩ͘͞い。ίϯϓϨ
οα͕ىಈしɺྫྷ๪ӡసを։࢝します。
ϙϯϓμ΢ϯεΠονʢ1%ʣ͸ɺࢦを཭すͱϙϯ
ϓμ΢ϯղআͱͳΓます。ඞͣԡしଓ͚てͩ͘͞
い。

7 六角レンチでガス側の操作弁を全閉にする
ήʔδϚχϗʔϧυͷѹྗ஋͕����.1B෇ۙにͳͬたΒɺ࿡֯ϨϯνͰΨεଆͷૢ࡞หをશดにします。
೉͕ۀ࡞หをด͡てͩ͘͞い。ҰਓͰͷ࡞खͰϙϯϓμ΢ϯεΠονをԡしたままɺӈखͰΨεଆͷૢࠨ
しい৔߹͸ೋਓͰͬߦてͩ͘͞い。

8 ポンプダウンスイッチから指を離し、冷房運転を停止する

運転準備ランプ

ポンプダウンスイッチ（PD）

る
け
続
し
押

9．ポンプダウン
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ポンプダウン

再ポンプダウンする場合
。ಈ৚݅͸ɺ࣍ͷͱ͓Γ෼͔Εますى࠶ϙϯϓμ΢ϯすΔ৔߹ͷίϯϓϨοαͷ࠶

ίϯϓϨοαఀ࣌ࢭに௿ѹεΠον͕࡞ಈしͳ͔ͬた৔߹
ʢϙϯϓμ΢ϯεΠον͔Βࢦを཭したͱಉ࣌にɺίϯϓϨοα͕ఀࢭした৔߹ʣ
ɹ‎࠶౓ɺϙϯϓμ΢ϯεΠονをԡすͱɺίϯϓϨοα͕す͙にىಈします。

ίϯϓϨοαఀ࣌ࢭに௿ѹεΠον͕࡞ಈした৔߹
ʢϙϯϓμ΢ϯεΠονをԡしていΔؒにίϯϓϨοα͕ఀࢭした৔߹ʣ
ɹ‎�ίϯϓϨοαఀ͔ࢭΒࠐٵѹྗ͕����.1BҎԼにͳΔͱ҆શ૷ஔ͕ఀࢭします。
਺෼してࠐٵѹྗ্͕ঢすΔͱϙϯϓμ΢ϯͰ͖ます。
�ʙ��෼ޙήʔδϚχϗʔϧυ্͕ঢすΔΑ͏ͰしたΒɺ࠶ϙϯϓμ΢ϯをͬߦてͩ͘͞い。
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